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事業所の概要　
 　 1　事業所名
　 　　三和興業有限会社
　　 　代表者　代表取締役　久保田　綾

 　 ２　所在地
　　　  〒１９２－０００４
　　  　東京都八王子市加住町一丁目４１７－３番地

 　３  環境管理責任者　 専務取締役・佐々木　悟
　　　  担当者（現場）　業務課長・平井　孝　
　　　  担当者（事務）　業務課長・山室　亨
　　　  電　話　０４２－６９１－１８０５
　　　  ＦＡＸ　　０４２－６９１－１８０６

   ４  事業所の規模
　　　 　従業員数　　　　４７名
　　　　 事業所面積
　　　　 　敷地面積　　１４５４．４７㎡
　　　　　 延床面積　　　１３９．１２㎡

　 ５　事業内容
　　　　八王子市委託可燃物収集運搬業務
　　　　八王子市・立川市一般廃棄物収集運搬業務
　　　　産業廃棄物収集運搬業務（東京都・八王子市・神奈川県・埼玉県・山梨県）

　　　　特別管理産業廃棄物収集運搬業務（東京都・神奈川県・埼玉県）
　　　　リサイクル品収集運搬業務・家電リサイクル品業務
　　　　古物商業務（登録事業範囲：一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬）
　　　　年間収集運搬量
         産業廃棄物　　　　　　　　１２３５トン　
         一般廃棄物（事業系）　　３６２０トン
         一般廃棄物（家庭系）　２１９５５トン
         リサイクル品業務　　　　 　９２５トン

　 ６　情報公開項目
         ・法人設立年月日　１９６８年１０月３１日
　　　　 ・資本金　　　　　２５００万円
　　　 　・売上高　　　　　５億３千万円
　　　　 ・組織図　　　　　別紙通り
　　　
     7 認証・登録の対象範囲

全社・全活動
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8 施設概要
ア. 許可内容

許可年月日 有効年月日

イ. 施設等の状況

運搬車両 種類 ４ｔアームロール ２ｔアームロール ２ｔダンプ

台数 2台 2台 2台

種類 ４ｔパッカー ２ｔパッカー 軽保冷車 合計

台数 6台 16台 1台 29台

種類 ４ｔコンテナＢＯＸ 2ｔコンテナＢＯＸ 合計

台数 11機 13機 2４機

積替え保管施設 東京都八王子市加住町1-417-3

面積 1593.59㎡

保管上限量 36.58ｍ３

ウ. 処理実績 ページ２事業所の概要　ＮＯ５事業内容参照

エ. 廃棄物処理料金 見積もり及び廃棄物内容によって異なる

オ. エコアクション２１認証・登録番号0000850

古物商許可商　第308830405216号

一般貨物自動車運送業

3

燃え殻・汚泥・廃プラスチック・紙くず・木くず・繊維く

ず・金属くずガラスコンクリート陶磁器くず・廃油・廃産・

廃ｱﾙｶﾘ

収集運搬

積替え保管を含む
109-10-002102

立川市一般廃棄物収集運

搬業務
11 2024.4.1

2021.10.5 2026.9.30
八王子市産業廃棄物収集

運搬業

2026.3.31 収集運搬 事業系一般廃棄物

八王子市一般廃棄物収集

運搬業務
1 2224.4.1 2026.3.31

収集運搬（事業系・家庭系一

般廃棄物、特定家庭用機器廃

棄物）

紙くず・木くず・繊維くず・塵芥・残灰・特定

家庭用機器

山梨県産業廃棄物収集運

搬業
1900002102 2023.3.6 2028.3.5

埼玉県特別管理

産業廃棄物
1151002102

廃棄物の種類

東京都産業廃棄物収集運

搬業
13-10-002102

燃え殻・汚泥・廃プラスチック・紙くず・木くず・繊維く

ず・金属くずガラスコンクリート陶磁器くず・廃油・廃産・

廃ｱﾙｶﾘ・動植物性残渣

2026.9.302021.10.1

事業範囲許可場所 許可番号

収集運搬

東京都特別管理

産業廃棄物
13-51-002102

2025.9.4 収集運搬
燃え殻・汚泥・廃油・廃プラスチック類・紙くず・木くず・

繊維くず・動植物性残渣・金属くず・ガラスくず・がれき

類

感染性廃棄物

感染性廃棄物

2023.8.6

神奈川県産業廃棄物収集

運搬業

神奈川県特別管理産業廃

棄物
2028.7.22

埼玉県産業廃棄物収集運

搬業
1101002102

2024.7.312019.10.4

2021.2.24 2026.1.10

収集運搬

収集運搬

収集運搬

2028.8.5

燃え殻・汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維く

ず・ゴムくず・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及

び陶磁器くず・鉱さい・がれき類・ばいじん

収集運搬 感染性廃棄物

収集運搬

1402002102 2020.10.13

1452002102 2023.7.23

燃え殻・汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維く

ず・動植物性残渣・金属くず・ガラスくず・コンクリートく

ず及び陶磁器くず・がれき類
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事務担当

3人

補佐

業務課長

山室　亨　　　　　　久

保田　惟斗

活動計画への積極的な協力

実施状況の自己チェック

環境管理責任者連絡先

責任者　三和興業有限会社　　専務取締役　　佐々木　悟

代表取締役社長

久保田　綾

環境管理責任者

専務取締役

佐々木　悟

環境推進委員会

業務課長

平井　孝

可燃ごみ

担当

26人

産業廃棄物

担当

6人（3）

リサイクル

担当

6人

一般廃棄物

担当

5人

【制定者】 専務取締役　佐々木　悟

【制定日】

【改訂日】

2024年3月31日

2026年3月31日

環境方針制定　　　　　　　　　　　　　　全

体の評価と見直し・指示 　　　　　　　経

営上の課題とチャンスの明確化　　　環

境管理責任者選任

連絡先　電話：042-691-1805　　FAX：042-691-1806　（操業時間のみ）

環境関連文書　　　　　　環

境管理推進作成　　　　進

渉フォロー　　　　　　　指

示・伝達・意見聴取進　　環

境教育推進　　　　　　　　苦

情・要望の渉外

活動計画の実行　　　　　　　　　活

動取り組み実施状況チェック

5S+2S＆３Mの実施　　　　　　　環

境教育・意識の向上

（　）兼務

環境経営推進体制



東京都八王子市加住町1-417-3
TEL  (042)  691 - 1805
FAX  (042)  691 - 1806

ルート２０号

ひ

よ 創
ト ど 価
ン り 大
ネ 山 学
ル

新滝山街道

道の駅滝山

滝山街道 民家

加住 電気屋

　 純心女子 小学校

三和興業

有限会社
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ファミリー

マート
自転車屋

八王子駅

加住小学校前下車徒歩１分

床屋
ファミリー

マート

JR中央線八王子駅下車北口

西東京バス・ひよどり山トンネル経由戸吹行き



環境改善の一端を担う企業である事に誇りを持ち、責任をより深く
自覚して、絶え間なく資源の有効活用に主眼を置いて事業活動を行います。

＜行動指針＞
私達は環境保全に関する法規制等を遵守する。

環境経営システムの継続的改善に努めます。

私達は事業活動の中で、二酸化炭素排出量・廃棄物発生量・水資源消費量
の適正化・削減に取り組み環境負荷低減に努める。

私達は、５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）実施　
　　　　　３Ｍ（無理・無駄・むら）排除　
　　　　　　を日常行動基本として事業活動を行う。

私達は地域環境の一層の改善が地域住民共通の願いであると認識し、
地域環境改善意識の更なる向上に努めると同時に企業の更なる発展を

期して経営資源を再評価し課題を解決して行く。

当社で働く全従業員にこの環境経営方針を周知すると共に、
環境に対する責任を認識する。
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２０２4年（令和6年）３月１日

環　境　経　営　方　針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三和興業有限会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　久保田 綾



 環境経営目標

1 環境経営目標（２０２３年２月制定）

★　電力排出係数　0.376（ｋｇ－CO2/KWh）

★　東京電力エナジーパートナー株式会社の2022年度調整後排出係数
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今年度も教育計画を作成し適宜実施を行う

1,100 1,100

６．グリーン購入 環境に良い物

350

2025年3月

現状維持

350

2026年3月

2027年2月

年度目標

4.28

現状維持

現状維持

     削減(t)

17,272①電力消費量

総収集量２８３９７ｔ

17,272 17,272

総収集量２８３９７ｔ

2024年3月

2026年2月

350

基準数値

2022年度実績

３．水道使用量

350

環境経営目標

2025年2月

月１回全体会議の時に

口頭による教育を行っ

ている

４．５Ｓの励行

５．環境教育の実施

総収集量２８３９７ｔ

(ｔ-co2)

130,641

現状維持

現状維持

現状維持

17,272

現状維持

現状維持

整理・整頓・清潔・清掃・躾 月１回全体会議の時に

口頭による教育を行っ

ている

★経営売上目標１％増

月１回全体会議の時に口頭による教

育を行っている

   排出量削減(t-co2)

4.28

    削減軽油(ℓ)

②車両燃料消費量 130,641

現状維持

現状維持

4.28

現状維持

現状維持

総収集量２８３９７ｔ

130,641

4.28

現状維持

1,100

130,641

現状維持

現状維持

エコ商品・ｅマーク商品環境にやさしい物品購入

２．廃棄物排出量

削減(m3)

1,100

１．二酸化炭素

    削減(kWh) 総収集量２８３９７ｔ



環境経営目標の実績（2023年度）

2023年度は更に2017年度版を活用して改善を図りエコアクション21に取り組む。

主要な環境経営計画の内容と取り組みの評価と次年度の取組み
（◎８１％～１００％○６１％～８０％△６０％以下）

評価：今年度も水の使用量が格段に増えてしまった。洗濯水の出しっぱなしが相変わらず見受けられ

　　　　再三タイマーをつけろと指示を出した。トラック洗車も前年度より頻繁に行い清潔を心掛けた。

　　　　　住宅街を頻繁に走り廃棄物を扱う収集車は綺麗にをモットーにを心掛けた。

　　　　５類になったコロナが見えない状況で広がる中従業員の安全を守りながら収集運搬作業をし

 環境関連法規への違反、訴訟等の有無
法規制等一覧表(廃棄物処理法・フロン排出抑制法・消防法・貨物自動車運送事業法）の

チェックを行いましたが、この項目では違反は有りませんでした。訴訟はこれまで有りませんでした。
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３．水道使用量削減

６．環境教育の実施

1) 効率的な収集運搬作業の訓練を充実

◎

　　　　水の削減・CO2の削減・廃棄物のを削減を更に目指していく。

４．グリーン購入 1) タイヤはリトレットタイヤを選ぶ ◎

1) 全社員に徹底する ◎５．５Ｓの励行

1) 節水呼びかけと節水コマ装着 △

２．廃棄物排出量削減

②車両燃料消費量削減

1) 再資源化の徹底により減量 ◎

△

　軽油 2) 収集運搬経路の適正化 ◎

2) TVの主電源OFF ◎

今年度も教育計画を作成し適宜実施を行う ○

3) 車両整備の徹底・タイヤ空気圧の適正管理 ◎

4) アイドリングストップ

月１回全体会議の

時に口頭による教

育を行っている

６．グリーン購入 環境に良い物 物品の購入前に３Ｒを心掛ける。

◎

評価

１．二酸化炭素排出量削減

1) 不用時の消灯、電源OFF 〇

５．環境教育の実施

環境目標 主要な環境経営計画の内容

①電力消費量削減 3) 空調温度の適正化（冷房：２８℃暖房：２２℃）

②車両燃料消費量

1,100 1,211

 削減       (t)

各班に応じたエコ活動を行い日々エコアクション２１に取り組

んでいる。

廃棄物を扱っているので体調管理に気を付け、手洗いうがいを

徹底した。市民の方々に対して不快な気持ちにさせないよう、

トラックの洗車に注力した。

4.06

削減　　（ｍ３）

月１回全体会議の

時に口頭による教

育を行っている

2023
評価

１．二酸化炭素排出量　削

減（ｔ-co2）

2023

目標値

３．水道使用量

17,846

　軽油   (ℓ)

２．廃棄物排出量
4.28

130,641

①電力消費量削減

128,413

実績値

344

コロナが落ち着き、家庭ごみの量が少なくなったので清掃工場

に搬入する回数を減らせるように社員同士で力を合わせ実現で

きた。

17,272
(kwh)

350

４．５Ｓの励行

全社員が削減のため一丸となり、待機中でのエンジン停止の徹

底、急加速や急ブレーキをしない為に十分な車間距離の確保な

どを習慣化することにより削減に成功した。

猛暑、残暑が続き熱中症対策や作業効率の向上を目的としたエ

アコンの使用頻度が増えた。

小さな資源もリサイクルに回すことを意識していく。



作成日  ２０２４年 ４ 月 １０ 日
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9.その他

6.環境経営システムの有効性及び妥当性

エコアクション21の要求事項に基づいてシステム構築し運用を開始した。

7.前回の審査における指導事項への対応

全て対応済み

4.外部からの苦情・要望に対する結果

環境目標を見直し、社長承認を得て全員に説明を行った。

5.社会・取引先・法規制等の外部動向

主要得意先(市役所）のエコアクション２１認証予定時期調査依頼に対して取得計画を回答した

(必要)　　　　　　(不要）

2)環境経営目標及び環境経営計画

特に無し

1.環境関連法規制等の遵守状況

環境関連法令について遵守している

2.環境経営目標・環境経営計画の達成状況

・二酸化炭素排出量削減：達成

・廃棄物の削減

　　一般廃棄物：未達成

　　産業廃棄物：未達成

3.問題点の是正処置・予防処置の結果

対象案件　水　蛇口閉め忘れ防止の張り紙設置。全社員が閉め忘れを確認するようになった。

日本全国他社のエコアクション21の活動を参考にし、更なるエネルギー削減の達成を目標とする。

       2024  年  4 月  10 日

代表者による指示内容

5)その他の環境経営システ

ムの各要素

(必要)　　　　　　(不要）

現環境方針で運用する

今年度は現環境目標の達成を目指して確実に環境活動計画を実施すること

現体制で進める

主要得意先に回答したエコアクション21認証登録時期を遵守すること

新規に構築した現環境経営システムを確実に運用すること

(必要)　　　　　　(不要）

情報提供日

　年度　　　　　　定期　　　　臨時

　　環境管理責任者　佐々木　悟

      2024  年  4 月  9 日

代表者

久保田

代表者（経営層）による見直し・指示の内容

見直し者

見直し実施日

見直し変更の必要性への言及

1)環境経営方針

代表者による見直し・指示の記録

情報提供者

久保田印

見直しのための情報

見直し概要

見直し実施区分

情報の提供者

3)実施体制

(必要)　　　　　　(不要）

4)社会・取引先・法律等への対応

クレームは無し。

8.前回の代表者による見直し時の指示事項への対応

情報項目

及び

評価・課題

建設業の場合は事務

所および建設現場等

の両方について記載

する

改善のための

提案

(必要)　　　　　　(不要）

代表取締役社長 久保田綾


